
1997年出土の木簡

お

ぶ
く

じ

島
根
・有
福
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
大
字
中
曽
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
津
和
野
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
北
浦
弘
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
五
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

有
福
寺
遺
跡
は
、
山
口
県
境
に
近
接
す
る
津
和
野
町
北
部
に
あ
る
。
津
和
野

川
支
流
で
あ
る
畑
川
中
流
域
の
狭
小
な
谷
筋
が
形
成
し
た
小
氾
濫
原
に
面
し
、

丘
陵
尾
根
筋
の
最
縁
辺
部
に
位

置
す
る
。
現
状
は
水
田
で
あ
る
。

調
査
地
背
後
の
丘
陵
端
部
に
は

民
家

。
畑
地

。
墓
地
が
あ
り
、

そ
の
付
近
に
五
輪
塔
や
宝
饉
印

塔
の
部
材
が
確
認
で
き
る
。
調

査
地
の
字
名
は
塔
ノ
前
、
背
後

の
丘
陵
端
部
は

「有
福
寺
」
と

い
う
字
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

宇
名
は
、
共
同
葬
祭
地
及
び
寺
院
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
後
述
す

る
木
簡
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
な
お
、
「有
福
寺
」

と
い
う
名
は
永
正
九
年

（
一
五
〓
じ

の
文
書
に
記
さ
れ
た
宮
座
に
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
宮
座
を
支
え
た
集
落
の
中
核
が
調
査
地
周
辺
に
あ
り
、
そ
の

初
源
は

一
二
世
紀
後
半
に
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
集
落
は
金
属
生
産
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

「お
ぶ
く

じ
」
と
い
う
名
称
か
ら
推
定
さ
れ
る
が
、
遺
跡
周
辺
か
ら
金
属
淳
が
多
く
採
集

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

遺
跡
は
、
圃
場
整
備
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、
七
〇
ド
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
た
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
河
川
跡
の
み
で
、
長
さ

一
〇

。
二
五
ｍ
以
上
、
幅

四
ｍ
、
深
さ
平
均
二
〇
伽
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
断
面
形

は
緩
や
か
な
皿
状
を
呈
し
、
流
れ
は
西
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
い
た
。
堆
積
土
は
、

河
川
埋
土
で
あ
る
黒
褐
色
粘
質
土
と
そ
れ
を
覆
う
灰
褐
色
礫
混
じ
り
粘
質
土

・

黒
茶
灰
色
粘
質
土
で
あ
る
。
遺
物
は
、
河
川
埋
上
の
ほ
ぼ
全
域
と
河
川
外
か
ら

も
出
土
し
て
い
る
が
、
河
川
上
流
側
中
央
付
近
で
遺
物
の
集
中
密
度
が
高
か
っ

た
。
木
簡
は
排
土
中
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は

一
二
世
紀
後
半
―

一
四
世
紀
前
半
の
も
の
を
主
と
し
て
、　
一
五

世
紀
前
半
あ
た
り
ま
で
の
も
の
を
含
ん
で
お
り
、
時
期
幅
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
長
年
の
廃
棄
な
ど
に
よ
り
堆
積
し
た
状
況
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(須 佐)



ω
　
・
口
日

日
□

・
日
日
‐‐

日
Ｈ
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
ｅ
×
含
じ
×
Ｐ
伽
　
ｏ
欝

（毬
い
や
）

厚
さ
○

。
五
ｍ
と
非
常
に
薄
く
、
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単

な
る
削
婿
で
は
な
く
、
柿
経
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
両
面
の
墨
書
は

い
ず
れ
も
判
読
不
能
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
に
あ
た
り
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
平
石
充
氏
、

調
査
担
当
者
で
現
在
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
北
浦
弘
人
氏
か
ら
ご
教

示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

津
和
野
町
教
育
委
員
会

『有
福
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
盆

九
九
四

年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（宮
田
健
一
）

た
か

た

島
根
・高
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
大
字
高
峯

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
１

一
九
九

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
津
和
野
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
北
浦
弘
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
早
期
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
田
遺
跡
は
、
津
和
野
町
の
中
心
街
か
ら
南
西
に
直
線
で
約
二
』
の
地
点
に

あ
た
る
。
休
火
山
雲
井
峰
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
一扇
状
地
地
形
上
に
立
地
し
、
津

和
野
城
を
北
東
側
の
山
嶺
に
望

む
位
置
に
あ
る
。
津
和
野
城
は

元
来
三
本
松
城
と
い
い
、
正
中

元
年

（
〓
≡
一四
）
に
吉
見
頼

直
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
吉
見
氏
の
居
館
に

つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
所
在
地
不
詳
で
あ
る
が
、
津

和
野
城
山
の
山
麓
部
で
、
高
田
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(津和野)


